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●
栗
山
町
勤
労
青
年
国
内
研
修

●
姉
妹
都
市
リ
ー
ダ
ー
研
修

栗山町の姉妹都市交流を紹介します !!栗山町の姉妹都市交流を紹介します !!

春
の「
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

◆
日　
時　
3
月
5
日
㈯

◆
開　
演　
午
後
３
時
半
～

　
（
午
後
２
時
半
よ
り
開
場
）

◆
場　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　
上
靴
・
ス
リ
ッ
パ
、
靴
袋

◆
チ
ケ
ッ
ト
・
取
扱
所

○
大　
人　
　

前
売
券　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

当
日
券　

２
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下　
前
売
券　

５
０
０
円　
　

　
　
　
　
　
　
　

当
日
券　

７
０
０
円

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」、

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
部
公

　

民
館
、
白
光
堂
楽
器
店
、
ス
ポ
ー
ツ

　

セ
ン
タ
ー
な
ど
11
カ
所

◆
曲　
目

○
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

　

第
5
番
変
ホ
長
調
O
P
73
「
皇
帝
」

○
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
交
響
曲
第
8
番

　

ヘ
長
調
Ｏ
Ｐ
93

「                     」「                     」

マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

指揮 / 松本 宗利音 独奏 / 大楽 勝美
【問い合わせ】

　町教育委員会社会教育課
　☎ 72-1117

第 34回札響ひなまつりコンサート第 34回札響ひなまつりコンサート

新
体
力
テ
ス
ト

◆
日　
時

　

2
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　
所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容

　

握
力
測
定
、
長
座
体
前
屈
、
上
体
起

　

こ
し
、
反
復
横
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
、

　

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
計
6
種
目
の
体
力

　

測
定

◆
対　
象

　

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
町
民

◆
参
加
料　
無
料

◆
服
装
・
持
ち
物

　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
な
ど

◆
申
込
期
限　
2
月
7
日
㈪

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
6
1
6
1

　

お
部
屋
に
飾
っ
て
楽
し
め
る
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
、
初
心
者
で

も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

　

春
ら
し
い
明
る
い
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
日　
時　
3
月
6
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
1
時
半
～
3
時

◆
場　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
講　
師　
た
か
は
し
ダ
リ
ア

　
　
　
　
　

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

　
　
　
　
　

高
橋　

あ
ゆ
み
さ
ん

◆
参
加
料　
２
０
０
０
円

◆
定　
員　
10
人

◆
持
ち
物　
ハ
サ
ミ

◆
申
込
期
限　
2
月
24
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
3
3
3
3

楽
し
く
体
験
‼

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

　

令
和
3
年
11
月
26
日
か
ら
28
日
ま

で
の
3
日
間
、
令
和
3
年
度
栗
山
町

勤
労
青
年
国
内
研
修
団
が
栗
山
町
の

姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
角
田
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
昭
和
53
年
の
姉

妹
都
市
締
結
後
、
そ
の
翌
年
か
ら
次

代
を
担
う
青
年
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

的
と
し
て
相
互
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
J
A
そ
ら
ち
南
青
年
部
、
栗

山
4
H
ク
ラ
ブ
、栗
山
青
年
会
議
所
、

栗
山
町
青
年
団
体
協
議
会
と
い
っ
た

町
内
青
年
団
体
や
一
般
青
年
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

角
田
市
で
の
現
地
研
修
で
は
、
栗

山
町
の
開
祖
で
あ
る
泉
麟
太
郎
翁
の

足
跡
や
角
田
市
の
食
、
産
業
、
自
然

環
境
な
ど
ま
ち
の
風
土
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
栗
山
町
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
角
田
市
の
歴
史
、
ま
ち
づ
く

り
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
ま
た
、
遠
く
離
れ
た
地

で
同
世
代
の
青
年
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
、
普
段
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き

な
い
良
い
刺
激
を
受
け
、
自
己
成
長

や
姉
妹
都
市
の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ら

れ
る
大
き
な
魅
力
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
青
年
た
ち
と
事
前
研
修
か

ら
事
後
研
修
ま
で
数
カ
月
に
わ
た
る

活
動
は
他
団
体
、
同
世
代
の
素
晴
ら

し
い
仲
間
と
出
会
い
、
友
情
を
深
め

る
か
け
が
え
の
な
い
経
験
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
青
年
た

ち
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
角
田
市
、
栗
山
町
の
両
都
市
間

の
「
絆
」
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぎ
、

互
い
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
本
研

修
の
学
び
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

例
年
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー

ス
な
ど
海
外
を
訪
問
し
、ホ
ー

ム
ス
テ
イ
や
英
会
話
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
国
内
外
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

か
ら
、
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
中
高
生
11
人
が
参
加
し
、

町
A
L
T
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
先
生
や

テ
ッ
サ
先
生
な
ど
の
講
師
の
ほ
か
、

現
地
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力
の
も
と

「
異
文
化
学
習
」「
バ
ー
チ
ャ
ル
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
」
な
ど
を
通
じ
て
学
び
を

深
め
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

少
年
ジ
ェ
ッ
ト

  「
希
望
の
翼
」オ
ン
ラ
イ
ン

　

12
月
26
日
に
行
わ
れ
た
初
級
・
上
級

リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は「
姉
妹
都
市
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
、
栗
山
町
と
宮
城
県
角
田

市
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

　

本
来
は
角
田
市
を
訪
問
す
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
角
田
市
訪
問
に
備
え
、
雨
煙
別
小
学

校
で
角
田
市
の
特
徴
で
あ
る
「
5
つ
の

『
め
』」
の
「
米
」「
豆
」「
梅
」「
夢
」「
姫
」

に
つ
い
て
学
び
、
各
グ
ル
ー
プ
で
模
造

紙
に
ま
と
め
、
発
表
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
に
は
な
い
竹
林
が
あ
る

こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば

角
田
市
で
見
て
み
た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
角
田
市
に
行
き
、
色
々
な

文
化
に
触
れ
、
姉
妹
都
市
に
関
す
る
知

識
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
栗
山
町
勤
労
青
年
国
内
研
修
団

　
　
　
　
　
　
団
長　
山
崎　
敬
太

高橋あゆみさん作
アレンジメント例

～美しい時間を彩る音の贈り物～～美しい時間を彩る音の贈り物～

初
級
・
上
級
リ
ー
ダ
ー
研
修
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林　
弦
矢 反復横跳び



た
く
な
る
人
、
も
の
づ
く
り
す
る
人

が
増
え
て
い
く
最
高
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
の
魅
力
は
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
す
ぐ
に
現
実
の
形
に
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

利
用
の
入
口
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」で
は
、
30
分
間
ラ

ボ
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
で
、
無
料
で
ス
タ
ッ
フ
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
工
作
機
械

を
利
用
し
た
も
の
づ
く
り
を
体
験
で

き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ

栗
山
β
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.66
　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
鈴
木
で
す
。
昨
年
10
月

か
ら
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
運
営

支
援
員
の
第
二
期
生
と
し
て
採
用
し

て
い
た
だ
き
、
神
奈
川
県
か
ら
栗
山

に
移
住
し
て
４
カ
月
が
経
ち
ま
す
。

　
寒
い
地
域
に
住
む
の
は
初
め
て
の

た
め
、
慣
れ
る
に
は
し
ば
ら
く
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
周
り
の
方

の
心
が
と
て
も
暖
か
く
、
日
々
感
謝

し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
界
で

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
「
フ
ァ
ブ

ラ
ボ
栗
山
β
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
日
々
先
輩
隊
員
か
ら
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
も
の
づ
く
り

を
す
る
技
術
）の
指
導
を
受
け
た
り
、

利
用
者
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
と
、
毎
日
新
し
い
発
見
が

あ
る
た
め
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
２
年
目
以
降
は
、
地
域
課
題

を
解
決
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
案
し
て
進
め
る
予
定
で
す
が
、
今

よ
り
も
も
っ
と
、
も
の
づ
く
り
が
し

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
βベ
ー
タ」で
広
め
た
い
！

　

小
学
生
の
頃
、
福
島
県
で
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
、
両
親
と
自
主
避
難
と

い
う
形
で
北
海
道
で
の
暮
ら
し
が
始
ま

り
ま
し
た
。
命
の
尊
さ
を
知
っ
た
経
験

か
ら
、
私
の
長
所
で
あ
る
優
し
さ
を
生

か
せ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
、
真
狩
村

か
ら
入
学
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
の
生
活
も
約
１
年
が
過
ぎ
、
目

標
を
共
に
す
る
友
人
に
も
恵
ま
れ
楽
し

い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
授
業
で
学
ん
だ
知

識
や
技
術
を
現
場
で
活
用
す
る
介
護

実
習
。緊
張
と
不
安
の
連
続
で
し
た
が
、

利
用
者
様
に
名
前
を
覚
え
て
頂
け
た
こ

と
が
う
れ
し
く
、
少
し
ず
つ
自
信
も
芽

生
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
医
療
的
な
ケ
ア
な
ど
、
よ

り
学
習
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
１
年
後

に
は
国
家
試
験
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
学
び
を
生
か
し
、
気
を
抜
か
ず
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
長
所
を
生
か
し
た
進
路
選
択

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　
１
年

細
川　
椋
菜
さ
ん
（
真
狩
高
校
卒
業
）

栗山学び隊
たい

 Vol.20 介護福祉学校と栗山高校の学生ライフをお届けします

栗
山
高
校
の
進
路
の
取
り
組
み

栗
山
高
等
学
校　
進
路
指
導
部
長

橋
本　
智
恵
さ
ん

　

栗
山
高
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
路

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
10
月
に
は
、１
年
生
の
大
学
見
学
・

進
路
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
午
前
中

は
札
幌
学
院
大
学
を
訪
れ
、
講
義
の
受

講
と
施
設
見
学
を
実
施
。
午
後
は
進
路

相
談
会
に
参
加
し
、
各
大
学
・
短
期
大

学
・
専
門
学
校
の
広
報
担
当
者
か
ら
各

学
校
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

11
月
は
１
、２
年
生
の
進
路
分
野
別

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
星
槎
道

都
大
学
か
ら
講
師
を
迎
え
、
進
学
す
る

意
義
、
保
育
・
福
祉
の
仕
事
内
容
、
進

学
や
就
職
に
必
要
な
志
望
理
由
書
の
書

き
方
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

12
月
は
専
門
学
校
生
が
演
出
・
出
演

し
た
「
進
路
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
を
鑑
賞
。

高
校
生
が
楽
し
み
な
が
ら
、
進
路
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
る
内
容
で
し
た
。

　

今
後
も
、
生
徒
が
進
路
を
考
え
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ファブラボ栗山βのウェブ
サイトもご確認ください。
https://fablabkuriyama.jp

一年生の大学見学・
進路相談会の様子

特
別
編
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マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

●あぐりライブラリー「園芸特集ギャラリー展」
　花や野菜など、育てて食べるまでの流れを
テーマにした展示会を開催します。ぜひお立ち
寄りください。

【期　間】　2 月 10 日㈭～ 20 日㈰
【場　所】　図書館ギャラリー

●あぐりライブラリー「野菜つくり講演会」
　初心者から経験者までどなたでもご参加でき
ます。ご参加の際は事前にお申込みください。

【日　時】　2 月 13 日㈰　10：30 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　

【場　所】　図書館視聴覚室
【定　員】　20 人

●冬期間の図書館駐車場について
　除雪・排雪の影響により、駐車スペースが狭
い場合があります。ご利用の際は、できるだけ
多くの方が利用できるようスペースを詰めての
駐車にご協力をお願いします。

【申込先・お問合せ】　町図書館　☎ 72-6055
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" あぐりライブラリー ” ってなに？
　まちの基幹産業である " 農業 " を図書
館の資料を活用して紹介していく取り組
みです。図書資料、新聞、雑誌、DVD
などを取り揃えるほか、園芸や野菜の作
り方講演会なども企画していきます。

（10：10 より開場）


